
RA協議会第6回年次大会
2020-9-17

1

【間：AI DA】事業による社会との共創のコンセプト
京都大学学術研究支援室

若手研究者の活躍を応援するゆるやかな間柄
志を同じくするさまざまな組織との間柄（ネットワーク）
づくりを進めています。
URL: http://www.oc.kyoto-u.ac.jp/exchange/kyoto-daad-reports/partners/

http://www.oc.kyoto-u.ac.jp/exchange/kyoto-daad-reports/partners/
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【間：AI DA】事業による社会との共創の例
京都大学学術研究支援室
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【間：AI DA】事業による社会との共創の例

Awarded “Exploration France 2020” after the Conference 

Dr. Bahareh, an AI DA’s alumni researcher received the award of “Exploration France 2020”
program after the fruitful presentation on the AI for SDGs conference organized by DWIH in 
October 2019.  We congratulate this award and wish her research development.

京都大学学術研究支援室
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【間：AI DA】事業の間柄づくりのポイント

●ゆるやかな間柄は契約関係ではない。
●志を同じくする組織との合同行為である。

法律行為の3態様（①単独行為、②契約、③合同行為）

契約 合同行為
申込・承諾

委託、交換、消費賃借、贈与、売買等
合同の意思表示

志

ゆるやかな間柄

京都大学学術研究支援室
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【間：AI DA】事業の間柄づくりのポイント

●間柄づくりは、商品貨幣論（金本位制）ではなく
信用貨幣論に基づいた信用創造。

● 非効率・非合理的であるが、人間味のある間柄

信用貨幣論の関係

誠実さ 楽しみ

京大ブランド

実績

人柄 創造力

志 思い

実績楽しみ

組織ブランド

人柄実績

誠実さ創造力

志 好奇心

京都大学学術研究支援室

信用
創造

若手研究者

学術研究支援室
【間: AI DA】チーム

パートナー機関
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RA協議会第6回年次大会
2020-9-17実例紹介：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川との共同活動

京都大学学術研究支援室

KAMOGAWA TALK

アカデミアとアート・文化
が対話する場

次世代研究者と市民社会
が対話する場

京都大学と世界の「変人」
が対話する場

アカデミアの枠を超えた
「越境対話」
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京都大学学術研究支援室

KAMOGAWA TALK 第１回 (2019/12/20)

「国家」、「民族」、「文化」ー 人はどのようにしてどのような境界線を超え
たり引いたりするのか。「アイデンティティー」をめぐる世論が勢いを増やしつ
つある今、学術の最前線で活躍している研究者2人とともに、文化人類学、政治学、
社会心理学、様々な観点から我々を取り巻く、もしくは締め出す「ボーダー」を
問い直し、そして皆様との「ボーダーレス・ディスカッション」を通して新たな
「移民論」の可能性を手探りしてみませんか？

「ボーダーに挑むものたちーグローバル時代における「移民」の再考」

パネリスト
Dr. Andrey Damaledo（東南アジア地域研究研究所Post-Doctoral Fellow）
A Collaborative Approach to Understanding Cross-Border Mobilities in Timor

Dr. Rumen Petrov （Sociologist, New Bulgarian University）
Lecturer in social work, Health and social work department, New Bulgarian
University, Sofia. Research area: social trauma and the humanities -
interdisciplinary approaches. Psychotherapist at private practice. 
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京都大学学術研究支援室

「学術・文化サロン」企画

コロナ禍において、日本の文化・学術の世界でも、公共の空間で話すことに関する「新し
い規則」は、まだはっきりとはしていません。[…]国や地域を越えた行き来は制限され、
ヨーロッパの研究者やアーティストは来日できず、文化・学術の対話や交流は今は「保
留」となっています。

そこで、ヴィラ鴨川でも人の出入りが少なくひっそりとしていますが、図書室と日本庭園
を、ごく少人数でのサロントークに開放します。学術・文化の分野から二人ずつゲストを
お招きし、コーヒーや抹茶ラテを片手に（個包装のお菓子付き）、ゆったりと語り合って
もらう場です。

決まったテーマも、アジェンダも、結果もありません。何かをプレゼンしたり、公演する
こともありません。ただ、共に時間を過ごし、直接話し、会話の喜びと驚きを味わい、深
く考えることが目的です。
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RA協議会第6回年次大会
2020-9-17【間：AI DA】事業の間柄づくり

京都大学学術研究支援室

パートナー機関学術研究支援室
【間: AI DA】チーム

若手研究者

信用創造

第三者からの投資

外部資金（研究資金）

活躍機会

新たな人脈
（支援者・協力者）

誠実さ 楽しみ

京大ブランド

実績

人柄 創造力

志 思い

実績楽しみ

組織ブランド

人柄実績

誠実さ創造力

志 好奇心
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